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８ 2050年のゼロカーボン北海道のイメージ 
 道民一人ひとりが意識を変え、脱炭素の視点を持って責任ある行動をとることにより、2050

年までに、温室効果ガス排出量と森林等による吸収量のバランスが取れ、環境と経済・社会が調

和しながら成長を続ける北の大地「ゼロカーボン北海道」が実現したイメージ図です。 

 道民が健康で快適に過ごすことができ、真に豊かで誇りを持てる社会が形成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   地域内で再生可能エネルギーを効率的に活用することで、脱炭素化
と地域のレジリエンス強化などの同時達成が期待されます。 

地域マイクログリッドは、限られたコミュニティの中で、再エネ電
気を作り、蓄電池などの電力量をコントロールする調整力と、系統線
を活用して、当該コミュニティ内の電力を賄うシステムのことで、災
害時に停電が発生した際には、地域単独のネットワークに切り替える
ことで安定的に電力が供給できます。 

   また、熱の面的利用（地域熱供給）は、地域の特性や熱需要に応じ、
街区など一定の地域で熱を面的に供給することで、エネルギーの効率
化が図られます。公共施設の建替えや市街地の再開発といったまちづ
くりとの連携が必要です。 

2050年に向けて ～ 地域でのエネルギーの面的利用 ～ 

再エネ由来の電気や熱のコミュニティ

内での面的利用のイメージ 

 

 
○ 省エネ機器の普及とエネルギーの見える化により、生活の質を向上させながらも省エネが進んでいます。 
○ 建物は ZEB、ZEH 化され、省エネと断熱化が進み、快適性、健康性が向上しています。 
○ 自動車などは電化や再エネ由来水素を燃料としており、併せて自動運転の実用化が進んでいます。 
○ 地域と共生した再生可能エネルギー施設と AI データセンターの一体的整備が進んでいます。 
○ 農業や工業においても、再エネの導入が進み、環境と経済の好循環につながる投資が拡大しています。 
〇 自然環境や生態系の保全や再興に努め、将来にわたって持続可能な利用が図られています。 
○ 森林は整備が行き届き、十分な吸収量が確保されるとともに、道産木材の活用が進んでいます。 
○ 豊富な再生可能エネルギーから創られた電気や熱は、AI により効率的に無駄なく活用されるとともに、災害

時の自立化などレジリエンスが強化されています。また、道外への送電などにより、全国の脱炭素化にも貢
献しています。 

○ このような最新の技術の導入と道民の行動変容により、暮らしやすく、真に豊かな脱炭素社会が構築されて
います。 

「ゼロカーボン」な暮らし 

ZEH 

ZEB 

エネルギーの見える化 

ESG 投資 

省エネ家電 

ネイチャーポジティブ 

森林づくり 

充放電器 

テレワーク 

電気自動車 

自動運転 

水素ｽﾃｰｼｮﾝ 

道産木材利用 

洋上風力発電 

バイオマス発電 

地熱発電 水力発電 

営農型太陽光発電 

イラスト：あいばゆう（第２回北のまんが大賞受賞者） 

陸上風力発電 

V2H 

環境保全型農業 

自然環境の保全 

藻場の保全･創造 

（ブルーカーボン） 

AI データセンター 

（社会経済の効率化） 

ﾍﾟﾛﾌﾞｽｶｲﾄ太陽電池 

SAF 

CCUS 

海底直流送電 

サーキュラーエコノミー 
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2050年ゼロカーボン北海道における各部門のイメージ 

 

 
○ 再生可能エネルギーの供給と AI データセンターなどの利活用の一体的な整備が一般化しています。 
○ 徹底した省エネルギー行動によるエネルギー消費の効率化が定着しています。 
○ 極限まで省エネルギー化した設備・機器が最大限普及しています。 
○ エネルギー管理システム（ＥＭＳ）などを用いた太陽光（ﾍﾟﾛﾌﾞｽｶｲﾄ太陽電池）発電量に合わせた需給調整が一般化しています。 
○ 天候や消費量を AI で解析することにより生産量や生産時期が最適化しています。 
○ 連携可能な機器によるプロセスの自動化と AI を用いたスマート工場・農林水産業が普及しています。 
○ ＩｏＴなどによる点検・修繕の最適化などでエネルギー需要が低減しています。 
○ 太陽光発電設備、地中熱など、地域の特性に応じた再生可能エネルギーの導入が一般化しています。 
○ 電化・エネルギー転換を進めることによる熱需要・製造プロセスが脱炭素化しています。 
○ 工場・農場で使用するトラックやトラクターなどの機械は電化・エネルギー転換しています。 
○ 水素、アンモニアやバイオ燃料などの脱炭素燃料が普及し、化石燃料に代わる新たな燃料として使用しています。 
○ 再生可能エネルギーの導入拡大で余剰となる電気を利用して水素を製造しています。 
○ ＣＯ２と水素からメタンガスなどの脱炭素燃料を製造しています。 
○ サーキュラーエコノミーや徹底した３Ｒが定着しています。 
○ 脱炭素化が難しい分野では、ＣＯ２回収や市場取引によるカーボンフリー価値の調達（ｶｰﾎﾞﾝ・ｸﾚｼﾞｯﾄ）が一般
化しています。 

 

 

 
産 業 部 門 

 

 
○ 徹底した省エネルギー行動によるエネルギー消費の効率化が定着しています。 
○ 極限まで省エネルギー化した設備・機器が最大限普及しています。 
○ スペース縮小やエアコン利用の短縮などの組合せで事務所の省エネルギー化が徹底しています。 
○ ICT活用によるテレワークの浸透などで通勤交通に伴うＣＯ２排出が抑制されています。 
○ AI・IoTの活用や機器間の連携が可能な省エネルギー製品が普及しています。 
○ エネルギー管理システム（ＥＭＳ）などを用いた太陽光（ペロブスカイト太陽電池）発電量に合わせた受給調整が
一般化しています。 

○ 新築建築物は、ＺＥＢなどが普及、既存建築物は、省エネルギー改修の推進により既存建築物の平均でＺＥＢ基
準の水準の省エネルギー性能を確保しています。 

○ 太陽光発電、バイオマス熱、地中熱など地域特性に応じた再生可能エネルギーの導入が一般化しています。 
○ 建物で使用する設備が電化・エネルギー 
転換しています。 

○ ＥＶ/ＰＨＥＶ/ＦＣＶは普及により車両価格・ 
燃料価格が安価となり、移動手段の最初の 
選択肢となっています。 

○ 水素、バイオ燃料などの脱炭素燃料が普及 
  し、化石燃料に代わる新たな燃料として使用 
  しています。 
○ 吸収源対策として道産木材の利用拡大に 
  より高層建築物などが木造化・木質化してい 
  ます。 
○ サーキュラーエコノミーや徹底した３Ｒが定着しています。 

 

業 務 そ の 他 部 門 
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2050年ゼロカーボン北海道における各部門のイメージ 

 

 
○ 徹底した省エネルギー行動によるエネルギー消費の効率化が定着しています。 

○ 極限まで省エネルギー化した設備・機器が最大限普及しています。 

○ AI・IoTの活用や機器間の連携などが可能な省エネルギー製品が普及しています。 

○ 新築住宅は屋根の太陽光（ペロブスカイト太陽電池）発電など自家消費型の再生可能エネルギーで消費エネ

ルギーがまかなえるＺＥＨが基本となり、既存住宅は省エネルギー改修され、既存住宅平均でＺＥＨ基準の水準の

省エネルギー性能を確保しています。 

○ 太陽光発電、バイオマス熱、地中熱など地域特性に応じた再生可能エネルギーの導入が一般化しています。 

○ 住宅で使用する設備が電化・エネルギー転換しています。 

○ 水素、バイオ燃料などの脱炭素燃料が普及し、化石燃料に代わる新たな燃料として使用しています。 

○ エネルギー管理システム（ＥＭＳ）やＩＣＴと蓄電池、電気自動車やヒートポンプなどを用いて太陽光発電量に合

わせて需給調整に活用されることが一般化しています。 

○ ＥＶ/ＰＨＥＶ/ＦＣＶは普及により車両価格・ 

燃料価格が安価となり、移動手段の最初の 

選択肢となっています。 

○ 夜間、電力逼迫時、災害時は電気自動車 

  などの蓄電池から電気を調達しています。 

○ オンライン技術やバーチャル・リアリティー技 

術などの活用で外出によるＣＯ２排出が抑制 

されています。 

○ 吸収源対策として道産木材の利用拡大によ 

  り住宅が木造化・木質化しています。 

○ サーキュラーエコノミーや徹底した３Ｒが定着しています。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
家 庭 部 門 

 

 
○ ＥＶ/ＦＣＶが安心して利用できるインフラが整備されています。 

○ ＥＶ/ＰＨＥＶ/ＦＣＶは普及により車両価格・燃料価格が安価となり、移動手段の最初の選択肢となっています。 

○ コンパクトなまちづくりや自転車専用道路の整備などにより利便性が向上し、MaaS*37を導入した自動運転や AI

などの技術を組み合わせた公共交通サービスや自転車の利用が定着しています。 

○ 都市はカーシェア、公共交通サービス、自転車の利用が多くなっています。 

○ 物流は場所、物に応じて手段の最適化（モーダルシフト）がさらに推進しています。 

○ 自動運転技術などを活用した効率的な物流ネットワークが強化しています。 

○ AI・IoT等を活用した物流ＤＸの推進を通じたサプライチェーン全体の効率的な物流ネットワークが効率化・省

エネルギー化しています。 

○ デジタル技術活用やビックデータなどを通じ 

た関係事業者間の連携で物流システムが高 

度化しています。 

○ トラックなどの商用車、パワーショベルなどの 

建設機械、船舶、鉄道車両や航空機および 

二輪車のＥＶ化、ＦＣＶ化が進んでいます。 

○ 水素、バイオ燃料などの脱炭素燃料が普及 

  し、化石燃料に代わる新たな燃料として使用 

  しています。 

○ バッテリー交換式ＥＶをエネルギーステーシ 

ョンとして活用することによる地域再生可能エ 

ネルギーの需給調整機能化やレジリエントが 

向上しています。 

 

 
運 輸 部 門 
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